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政
権
を
と
っ
た
安
倍
信
三
自
公

内
閣
は
、
多
数
の
力
で
憲
法
９
条
改

正
を
狙
い
、
自
衛
隊
を
「
国
防
軍
」

に
す
る
と
言
っ
て
い
ま
す
。
物
価
を

上
げ
る
「
イ
ン
フ
レ
政
策
」
を
と
り

な
が
ら
賃
金
の
上
昇
は
せ
ず
、
年
金

の
減
額
や
生
活
保
護
費
の
切
り
下

げ
を
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
来
年

度
に
予
定
さ
れ
る
消
費
税
増
税
も

あ
り
、
国
民
の
暮
ら
し
は
ま
す
ま
す

苦
し
く
な
り
ま
す
。 

 

ま
た
自
民
党
は
、
７
月
の
参
議
院

選
挙
ま
で
は
目
立
っ
た
動
き
を
せ
ず
、 

    

伊
勢
市
議
会
の
産
業
建
設
委
員

会
は
、
「
や
す
ら
ぎ
公
園
プ
ー
ル
」

に
つ
い
て
、
来
年
度
も
営
業
を
続
け

る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。 

 

プ
ー
ル
の
存
続
を
求
め
る
会
が

中
心
と
な
り
、
存
続
の
た
め
の
署
名

や
市
当
局
へ
の
働
き
か
け
が
効
果

を 

           
選
挙
で
勝
っ
た
ら
維
新
な
ど
の
改

憲
勢
力
と
い
っ
し
ょ
に
、
一
気
に
憲

法
改
正
に
持
っ
て
い
こ
う
と
考
え

て
い
ま
す
。 

日
本
共
産
党
は
、
東
海
比
例
区
で

６
選
を
果
た
し
た
佐
々
木
憲
昭
議

員
を
中
心
に
、
自
公
政
権
の
悪
政
と

正
面
対
決
し

て
闘
い
、
国

民
が
主
人
公

の
政
治
の
実

現
を
目
指
し

ま
す
。 

   

を
発
揮
し
ま
し
た
。 

 

市
民
の
健
康
増
進
、

親
子
の
ふ
れ
あ
い
の

場
と
し
て
必
要
と
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
認

め
ら
れ
、
市
長
も
、
や
す
ら
ぎ
公
園

プ
ー
ル
を
「
市
民
の
財
産
」
と
位
置 

   

伊
勢
市
議
会
議
員 黒

木 

騎
代
春 

昨
年
暮
れ
の

総

選

挙

で

は

「

民

主

党

ノ

ー
」
の
劇
的
な

審
判
が
下
り
ま

し
た
。
日
本
共
産
党
は
８
議
席
に
と

ど
ま
り
ま
し
た
が
、
前
回
の
参
院
選

と
の
比
較
で
は
得
票
数
・
率
と
も
に

前
進
し
、
新
た
な
足
掛
か
り
を
作
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

今
年
は
参
議
院
選
挙
、
市
長
選
、

市
議
選
と
、
大
き
な
選
択
が
行
わ
れ

る
年
で
す
。
日
本
共
産
党
は
、
日
本

と
伊
勢
市
の
政
治
が
、
国
民
・
市
民

の
暮
ら
し
・
福
祉
に
い
っ
そ
う
前
進

す
る
よ
う
力
を
尽
く
し
、
大
き
な
飛

躍
を
期
し
て
と
り
く
み
ま
す
。 

 
さ
て
、
12
月
議
会
で
は
市
民
病
院

の
建
設
候
補
地
選
定
問
題
や
、
地
域

主
権
改
革
一
括
法
等
の
関
連
条
例

案
の
議
案
質
疑
、
そ
し
て
国
会
で
民 

 

付
け
、
「
丁
寧
に
扱
う
必

要
」
と
言
及
し
ま
し
た
。 

市
役
所
内
の
健
康
課
、

子
ど
も
課
、
障
が
い
福
祉

課
、
教
育
総
務
課
、
危
機

管
理
課
な
ど
が
、
市
民
の

声
に
誠
実
に
対
応
し
た
も

の
で
、
市
民
プ
ー
ル
と
し
て
ず
っ
と

維
持
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。 

主
、
自
民
、
公
明
３
党
が
強
行
可
決

し
た
「
子
ど
も
子
育
て
支
援
法
」
に

関
連
し
て
一
般
質
問
し
、
市
長
に
考

え
を
た
だ
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、「
保

育
・
教
育
を
儲
け
の
対
象
に
し
て
は

な
ら
な
い
」
と
、
反
対
運
動
が
全
国

に
広
が
っ
て
い
る
問
題
で
す
。 

 

今
年
も
、
市
民
の
暮
ら
し
、
福
祉

を
守
っ
て
奮
闘
す
る
決
意
で
す
。
ご

意
見
ご
要
望
を
お
聞
か
せ
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
日
本
共
産
党
と
私
・

黒
木
騎
代
春
に
お
力
を
お
貸
し
く

だ
さ
い
。
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

２
０
１
３
年
１
月 

 
 

    

昨
年
12
月
26
日
に
市
議
会
教
育

民
生
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
新
市
立

総
合
病
院
の
建
設
地
に
つ
い
て
、
現

市
立
総
合
病
院
の
敷
地
を
拡
張
し

て
建
設
し
た
い
、
と
の
提
案
が
さ
れ

ま
し
た
。 

そ
の
理
由
と
し
て
、
市
議
会
で
の

議
論
や
、
新
病
院
建
設
計
画
策
定
委

員
会
に
お
け
る
意
見
を
重
く
受
け

止
め
て
最
終
的
に
絞
り
込
み
、
現
病

院
の
敷
地
拡
張
、
倉
田
山
防
災
公
園

（
未
開
設
地
）
を
候
補
地
と
し
て
検

討
を
進
め
た
結
果
、
医
療
面
、
用
地

確
保
の
見
込
み
、
経
済
性
、
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
等
の
観
点
か
ら
、
現
病
院
敷

地
を
拡
張
し
建
設
す
る
こ
と
と
し 

              た
い
と
説
明
さ

れ
ま
し
た
。 

今
後
市
は
、

市
民
の
意
見
を

反
映
さ
せ
る
た

め
に
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
を

行
い
、
本
格
的

に
建
設
事
業
を
進
め
る
予
定
で
す
。 

  

 

日
本
共
産
党
は
、
市
民
の
願
い
に

応
え
る
と
と
も
に
、
耐
震
性
を
確
保

し
た
新
病
院
を
建
設
す
る
こ
と
が
、

市
民
の
安
心
確
保
の
た
め
に
必
要

と
の
立
場
か
ら
、
新
病
院
建
設
を
求

め
て
き
ま
し
た
。
市
民
の
望
む
市
民

病
院
と
な
る
よ
う
に
、
今
後
も
提
案

や
要
求
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。 

佐
々
木
憲
昭
議
員 

 

昨
年
末
の
総
選
挙
、
政
権
交
代
へ
の
国
民
の
期
待
を
裏
切
っ
た
民

主
党
が
惨
敗
し
、
自
民
党
が
小
選
挙
区
制
の
ゆ
が
ん
だ
選
挙
制
度
の

お
か
げ
で
政
権
に
返
り
咲
き
ま
し
た
。 

 

発 行 
日本共産党 
伊勢市委員会 
伊勢市一之木 
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○駐車場確保十分可能 ○調整池等は必要 

○他に比べ建設費に経済性 

●災害時、周辺地の地盤沈下対策必要 

●病院単体の事業。防災まちづくりには貢献しない 

○平成 31年１月建築工事完成予定 

 開院予定 平成 31年５月 病床計 300床 

○総事業費約 114億円(用地取得・造成=8億 4千万 

 建築(設計含む)=73億 2千万、医療機器=27億） 

○職員数 開業時 569人(現 491人(平成 24年 10月)) 現伊勢市立総合病院 
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黒
木
騎
代
春
議
員
の
12
月
議
会

で
の
お
も
な
質
問
を
紹
介
し
ま
す
。

（
一
部
９
月
議
会
を
含
む
） 

(

質
問
・
答
弁
と
も
要
約
は
編
集
部) 

  

黒
木
：
保

育
の
基
本

で
あ
る
保

育
所
の
整

備
を
進
め

る
べ
き
だ

が
。 

市
長
：
認
可
さ
れ
た
保
育
所
や
認
定

こ
ど
も
園
で
の
保
育
が
、
児
童
に

と
っ
て
最
も
安
心
安
全
な
環
境

で
あ
る
。 

黒
木
：
入
所
契
約
す
る
親
の
安
心
は

保
障
さ
れ
て
い
る
か
。 

市
長
：
保
育
所
以
外
を
利
用
す
る
場

合
は
、
親
と
施
設
と
の
契
約
に
な

る
が
、
市
は
利
用
支
援
や
あ
っ
せ

ん
を
お
こ
な
い
、
市
が
十
分
関
与

し
て
い
く
。 

黒
木
：
短
時
間
の
認
定
だ
と
終
日
に

な
ら
な
い
。
超
過
す
る
部
分
の
保

護
者
負
担
は
ど
う
な
る
か
。 

市
長
：
従
来
か
ら
、
標
準
時
間
を
超

え
る
保
育
は
別
途
負
担
と
な
り
、

今
後
も
保
護
者
負
担
と
考
え
ら

れ
る
。
国
の
動
向
を
見
た
い
。 

  

黒
木
：
年

金
所
得
４

０
０
万
円

以
下
の
確

定
申
告
が

簡
素
化
さ

れ
た
が
、

申
告
漏
れ

な
ど
に
ど
う
対
処
す
る
か
。 

市
長
：
税
控
除
の
申
告
漏
れ
が
あ
っ

た
こ
と
を
考
慮
し
、
国
税
当
局
と

の
調
整
連
携
を
深
め
、
広
報
な
ど

で
周
知
す
る
。
対
象
と
考
え
ら
れ

る
方
に
は
、
市
県
民
税
申
告
書
の

送
付
を
す
る
な
ど
、
手
続
き
を
と

る
よ
う
適
切
な
工
夫
を
す
る
。 

  

黒
木
：
公
立
学
校
施
設
の
非
構
造
材

の
耐
震
対
策
を
促
進
す
る
よ
う

文
部
科
学
省
が
通
知
し
て
い
る

が
、
現
状
と
対
策
完
了
の
見
通
し

は
ど
う
か
。 

教
育
長
：
小
中
学
校
の
非
構
造
材
の

耐
震
点
検
の
実
施
状
況
は
、
全
国

平
均
で
66
％
、
三
重
県
は
49
・

５
％
だ
。
国
の
求
め
に
よ
り
、
新

た
な
耐
震
基
準
を
踏
ま
え
た
耐

震
化
対
策
に
と
り
く
み
、
緊
急
性

の
高
い
も
の

か
ら
順
次
実

施
す
る
。 

※
非
構
造
材
…

天
井
材
、
内
装

材
、
照
明
器
具
、

窓
ガ
ラ
ス
、
書

棚
等
を
さ
し
、

近
年
の
大
地
震

で
は
天
井
材
の
落
下
、
棚
の
倒
壊
な

ど
で
大
き
な
被
害
が
発
生
し
て
い

ま
す
。 

    

黒
木
：
契
約
解
除
の
経
過
は
ど
う
か
。 

市
長
：
７
回
の
交
渉
を
重
ね
た
が
、

合
意
に
達
し
て
い
な
い
。 

黒
木
：
不
使
用
地
の
借
地
料
に
血
税

を
支
払
い
続
け
る
こ
と
は
「
地
方

財
政
法
」
に
反
す
る
。
打
開
策
は

な
い
か
。 

総
務
部
長
：
市
民
の
お
金
を
不
使
用

地
の
借
地
料
に
支
払
う
こ
と
は
、

指
摘
の
通
り
で
あ
り
、
一
刻
も
早

い
契
約
解
除
へ
の
努
力
が
必
要

と
考
え
る
。 

市
長
：
粘
り
強
く

こ
の
不
使
用
地

の
契
約
解
除
に

向
け
た
努
力
を

し
て
い
き
た
い
。 

（
こ
の
質
問
は
９

月
議
会
で
す
） 

      

参
議
院
三
重
県
選
挙
区
予
定
候
補 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

       

こ
ん
に
ち
は
、
中
川
民
英
で
す
。 

い
ま
、
安
倍
内
閣
は
、
国
民
の
願

い
に
背
を
向
け
「
無
制
限
の
金
融
緩

和
」
や
「
大
型
公
共
事
業
の
ば
ら
ま

き
」
を
行
い
、
消
費
税
増
税
を
強
行

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
強
行
の
狙
い

を
隠
し
て
お
ら
ず
、
憲
法
を
変
え
る

道
に
踏
み
出
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
の
社
会
は
「
国
民
が
主

人
公
」
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

         

       

一
部
の
大
金
持
ち
や
大
企
業
の
た
め

の
政
治
で
は
な
く
、
だ
れ
も
が
明
る

く
暮
ら
せ
希
望
が
見
え
る
政
治
を
、

み
な
さ
ん
と
ご
い
っ
し
ょ
に
つ
く

っ
て
い
く
決
意
で
す
。 

     
 
 

参
議
院
比
例
予
定
候
補 

   
 

               

皆さんの声を議会へ届けます 

ご意見･ご要望をどうぞ 

日本共産党伊勢市委員会 

☎ 0596(23)1971 

黒木騎代春  

(携帯：090-7694-2758) 

 

 1967 年生まれ 津市在住 

茨城大学大学院卒 

日本共産党中部地区委員

会勤務 

現在、党三重県委員 

参議院議員･国会対策委員長 

真実を伝える新聞 
政治革新の道しるべ 

日
本
共
産
党
は
、
７
月
の
参
議
院
選
挙
の
予
定
候
補
者
と
し

て
、
三
重
県
選
挙
区
に
中
川
た
み
ひ
で
さ
ん
、
比
例
代
表
に
井

上
さ
と
し
参
議
院
議
員
を
決
定
し
た
、
と
発
表
し
ま
し
た
。 

 

元ターミナル用地の現状 


